








要約 

①新生児期を通して,母乳中の脂肪層中に含まれるビタミン K濃度は殆ど一定であり,前乳,

後乳でも差がないことが証明された。②生後 3～6日,13～25 日,29～38日の 3群の母乳に

おいて,ビタミン K１,MK-4,クリマトクリットはいずれも前乳が後乳に比し有意に低値を

示し,哺乳不良児ではビタミン K欠乏の危険性が示唆された。③血清中のビタミン K1 は哺

乳開始前では著明に低値であったが,哺乳開始とともに増加した。しかし母乳栄養主体の児

は人工栄養主体の児に比して有意に低値を示した。④哺乳開始後の日令0～5において血清

中VKlが O.4ng/m1以下では,血清中VK1と Hptとの間にr=0.61の有意な正の相関が認めら

れた。⑤母乳栄養主体の児が日令 5以内に摂取した総ビタミンK量から,新生児期のビタミ

ン K最少必要量は 2μg/day 前後と極めて微量であることが示唆された。 


